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r調整のしかたq

トーンアームを アームレストに戻す。1
アーム高さ固定つまみ を反時計方向に動かして、固
定を外す。

アーム高さ調整リング を回転させて、レコード面と
トーンアーム が平行になるようにアームの高さを
調整する。

※調整後は、アーム高さ固定つまみ を時計方向に動かして、し
っかりと締め付けてください。
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● カートリッジによっては、トーンアーム の高さを調整してもレ
コード面と トーンアーム が平行にならない場合があります。
このような場合は、付属のカートリッジスペーサーを ヘッド
シェルとカートリッジの間に挟んで、レコード面とトーンアー
ムが平行になるように調整してください。

針圧・アンチスケーティングを調整する

アンチスケーティングつまみ の目盛りを“0”に合わ
せる。
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2 リフタ－レバーを下げて、トーンアームをターンテー
ブルの上まで移動させる。

※針カバーを取り外せるカートリッジの場合は、針カバー
を取り外してください。

トーンアーム 

ヘッドシェル 

スピード切り替えボタン 

START/STOPボタン 

ターンテーブルシート 
電源スイッチ 

ターンテーブル 

インシュレーター 

トーンアームの高さを調整する

● レコード盤上に針先を置き、レコード面と トーンアーム が
平行になっているか確認をしてください。

● 平行になっていない場合は、 トーンアーム の高さを調整し
てください。

調整をおこなうときは、電源を切ってください。

調整のしかた

インシュレーターの高さを調整する

インシュレーター を回して、ターンテーブル 面が平行に
なるようにそれぞれの高さを調整する。

※インシュレーター を右に回すと低くなり、左に回すと高く
なります。

カウンターウエイト を前後させ、手を離したときに
トーンアーム と ターンテーブル 面を平行になるよう
に調整する。
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※質量の重いカートリッジをご使用になる場合は、別売り
の重量級カートリッジ用ウエイト「ACD-45-N」をご指
定ください。

平行にする

アーム高さ固定つまみ 

カウンターウエイト 

針圧調整リング 

アンチスケーティングつまみ 

リフタ－レバー 

アームレスト 

アーム高さ調整リング 
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